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眞童の キ ャ リア歳熟 に 関 す 1 要 因分祈

　　　　 竹　肉 登規 夫 （變知教育大孝）

　　　 o 坂 彳卯　桓 　夫 （大阪教敢 学）

分前する。

　〈はじめに〉

　遣跨指導の中心 的課顯は ． 個入のキ ャ リア

発達の指導 黝 であるど い 糠 る ．キ ∀ リ

ア発達 （Career　Deve　ioprnen七）と は ・個人

の労働に関連した祈動の生涯 に7りたる系列 ど

ペ タ ー
ン を示 し ，聡業に つ く前後の 労働 1［1ea

連した経験や活動の すA・ 7P 含あこ の をある

（Kroh　l）。

　こ の キ v リア発遅の程度 彡どう える 測定祇

急ど しマ ， キ v リア］12Pt（C〔しreer　M（lturity）

が 考案さ れ ？ い る。キ マ リ ア 放熱 ば ， キ ャ リ

ア発1達 の ライ ン 上 で到邊 した位 置を示 すため

に便甲E れる 。

　キ v リ ア 臓鼕 ない し1職業的蔵塾に 関 する 過

去 の研 究ば ， 主 こ しマ心 理
E34

　Abア ブ ロ゚
ーチ に

よっマ なさ れマき之。ま た ， その 多 く ば ， 言周

査デ
卩

タの クロ ス分析 を与が ガ リに推論が 遣

め られでき たど い える。

　キ ャ リア ESI禦　 t：な ， い くつ カ
、
の 要区1が多元

的に旻彡響ち及 ぼ し令 っ
：〜い る と考え ら れる 。

老れらの描放要 因は ，イ薗人の キ マ リア底韓 に

閲して ， 促 進的あるい は耡制的に 作 用し ノ 個

人 ば ，｛ れらの 」要因の 影響下に キ マ リア （進

路 や 職業）に 閲する見さ
・
考え オ ち蔵熱さ 辻

る。

ぐ研 究の 目的〉

　本研 究の 冒的は ，1見童の キ n リ 了 成熟を堤

進ある い ia＃tp制 する要 因群 の 解明   ある 。キ

V リア 殻黎 の 規是竰 因 の 分荊
一
K おい マ は ， 要

因群の 勉話的 解明が丿賻 て
・ ある 。木研 究禰 ，

児童の モ ヤ リ ア旗轅に対 ずる相対的影響力を

〈研究の 方云 ＞

1．言周重の 蚶象老 ・
畸期

　 愛矢螺 肉の 公立・亅彦 校（4椥 の賎 4 〜 6

無生 どその ≡親 ， 総計 607 二名｝。但 し 、有効

回答票 の e ．

　 調査の 時期ば ， 昭和調 茸 7 月 かある 。

2 ，キ ャ リ ア万〜こ懃尺度 の 獻 ど ぞの潰」定

　 本研究で 用い る Rv リ ア成 熱疋度 rE；， 次

　の 3 つ の 下位尺 度より黻 さ れマい る。

（A）キ∀ リ7 自懌7度 （贊闇番号 1 〜 5 ）

　　 キv りア万奠熱しマい る1見童19， キ マ リ

　 アtlつ し
丶 マ ， 　自徨 （ま：イ本）臼  ぞあり ， 　他

　 人に仮S しな し、
e

（P）キ v リア計顫L度 （管閤番考 6 −
！o ）

　　 キv リ ア放熟 しマい る 1旦童ば ，渓 マ リ

　
噛
ア に つ い ？ ， 長期に わ た う時間屐望 が あ

　　り ，キ マ リア の 計画を e っ で い る。

（工）キv リア闥八」度 （質闇看号 11〜15）

　　 キ マ りγ方史熟 し ？ し
、 ろ ！見童ば ， キ マ リ

　 ア に つ い マ ，k 極釣な閲心 を己 っ 為 ・ う．

　 〔キ ャ リ ア破塾 の 測 定 〕

　 こ れらの 質Fa9に は， 「
は い 」 ，「

い い え

　 」 ，「 ど ち ら ど も い え な い ＿1 の い 手れカ
’
に

　回答 ご だ う．採黄、は ， 又 コ ア
ー

の キ
ー

に
一

致 した この に は 2 点 ，一
致 しな い 6 の 1：］ま

　 σ点 ，「 と
・
ち ら と e い え な い 」 に は 1 点 を

　与えた。下 位疋度 こ
”
　ttに Z コ ア ー（理論的

　に は各 尺度0〜〆0 点に分布 ）彡隶め ， さら

　に ト
ー

タ 九
’
ス コ ア

ー
（理 論的に は 0〜30

　魚 Lニガ布 ）を算出しマ研究に便用した。
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3　分耕に採用する要因の 選渓（説明変数 ）

　　1見童の キ マ リ ア蔵禦 に r9，い く つ ガ の 湮

　因が ， 多元的に影響を及ぼ し含 っ マ い る 乙

　考え ら れる 。本研 究で ば ノ キ ャ リ ア Eit＃．．に

　関する盈 因ど し マ ， ♪欠の 6 の ち渓用する 。

〔社会労的要因 〕

　　 ・ 聡業階眉 （父 ）

　　　‘Dホ ワ イ ト
・
カラ

ー
， （2）専pq・管三理 ，（3）

　　　ブ ノL− 　 rrう一
， （4）自営 ， （5濃 業 ， の 5

　　　カテ ゴ リ
ー

　　：鬘驪 1翻 癬  斃 喫
　　・所属蓉校

　〔丿℃理 髫的要因 〕

ll驪翻 i籍1野
　　　（4）社会白勺翼セ位 ・狛声 ， の 4 〃テ ゴ リ

ー

　　　　　　　　　　 社 会

　　　　　　　

　　　　　　　
　　　　　　　 　手鰻　　　　　目的
　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　　 個　人

　　 ・ 希望導歴 〔眞童 ）

　　　U♪叩響学歴 ，（2）高辱彗擢i ， （3）わカ
・

らきい

　 　 　 の 3 カテ コ
“
リ

ー

　　・父親 の 杠皐肉容に つ い ？ の 理解度

　　　〔D よく知 っ マ い う　，
（Z，だい たい 知 っ で

　　　い る ， （3）知 らな い ，
の 3 カ テ ゴ リ

ー

　　 。し っ け （1見童の 評イ面に よる　）

　　　〔P 勉強型 ， （2）労働 型 ， β泊 主槿 尊鯉 ，

　　　〔4）放仕型 ，の 4 カ テ コ
“
リ
ー

　 〔生活時間〕

欝驫繝 陥難

　・お手伝 い の i琢間

　 〔Do 劵 ，
〔mO 〜30分 （0ぼ館ない） ， B冫30h

　 以 上 1 の 3 η テ コ
“
リ
ー

〔親から の キマ リア槽報 の 伝 達度〕

鑿蘓繕繋 詑

〔個人菊・陛的要因〕

　 ・ ・陛

　・韓

　・学業の 域藾 （遣童の 主 観的評価し：よる）

　 国
。章

・
社

・
理 の 微 爿→の放緬 につ い

　 マ ，5綬階 の 自己評定 彡f ぜ ， 4 教料

　　の ト
ー

タル
・

ス コ ァ
ー

ヨ算出 し左。≦

　　ら LC 中堤イ重彡め や す に し ？ ，
ω 下イ左階

　 層 （ Z コ ア
ー
　4∠〜 ／2 ） ， （2）± 佐斧皆層 （

　 又コア
’

！3〜20 ） ， の 2 カ テ コ
“
リ
ー

に

　 分割した。

4 ．分朸の 技法

　　本研 究ぞは ， キ マ リア蔵敦を被説明変数

　と し ， 上記 の要 医匯洋〔20） 2 説明変数 に し

マ 凄 因分柵 行 う．説明変数 の 多 く　la 、

質的 ge の であリ ，通常の 釦 翩 二前ば使

　用マ
・ きない 。ぞこ で ， 管的デ ータ 亳 t 咫 理

　ぞ き る数量イし理論第 工類夢分前 の 救 菰 と し

　マ便 用する。

〈擶 稟〉

　当 日 ， 咨料 断 ．
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